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日本海北海道西岸にbける海流の務化ネ

1南 バ竺S

Z 鹿島利治

〈佼j段f'l叫 i済究所海洋診1'1名門)
(11日和 2;~ イド 1~ 月受・却)

1.緒嘗

日本海北海諮問:fiさには，黒潮の一分校である封馬海流が北上して流れている. とれが北海~1

の工主要な産業の一つである水産:業lこ及ぼす影響は非常に大きく，特lこ存季の鯨漁については持

年の漁獲高の:魚沼11を行う上から，7ki置，比京学の海況に関する7急報が行われてきた. とのため

水温，比m需についての調査はよく行わtじて来たが，流!rfM伏況については定;量的に精しく調べ
られたととが少いようである.また日本海全域についてみても，南部海域に比べて北部一一特

に北、海道ー近海にたける詳細な概測はあまり行われていたい欣態である.筆者等は北海道近海i乙

ゐける針路海流の流動Hた況についていささか考ー祭を進めてみたい.以下iζ述べる如く，流動j民

況といっても封応海流の主流について考察したものとはいえや，北海道問n~の沿岸流について

論議したに過ぎない.また流れの大いさについてのみ種々考察したに過ぎたいととをゐ断りし

てゐ<. 

北海諮問岸海域について運動車的取扱いをするには目下資約が不充分ではあるが， ~~い 1920

年以降北海道水産試験場が授碕してきたとの近海の名所の横断組iWJ資料がある.とれを月jいて，

先歩ζの紅海の海流は諮I主流の'l'1IJtを保持しているものと考え，その流jili'ljj(fllの方法としては

従来の力皐的計算によらす刈亡備軍な方法を用い，各横断観測線について流速の場所'による主異

や年鑓化，経年鑓化守;Iごついて調ペた・以下その結果について期訓告を報f号する，

II. 流速の算定方法

使JJjした資*'H土1920年以降の北海道水産試験場調査報告で， 1931年まで、は水iJ.と赤泊式比

設計ーによる窮度が測定されていて，化事分析による照分量はそれ以後ICinll定されている・な3な

j担iP.1l暦の深さは 1923年までは 0，10， 20， 30， 50， 100君t，それ以後は 0，10， 25， 50， 100， 

150， 200， 300， 400 mである.

海流の大きさを知るには種々の方法があるが，窮度流については dYllamicc1('pth により力皐

ネ北海辺ブ三泉保iJ;t苧:~}~研究所業絞 角iS119披. 1948 ';I~ 10月15日 日埼玉海洋経合凶館大会において差是表.
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(1出l.:r;rから求める Bjcrlm伎の)jj:去がー!役にI!Jいられている. との計~~~(には，ヲミ市{から流れの

ない!菅までの弁慶の ïJdlí~l ， ，泊分が必主きである・従ってとのi若什には力事的日!-:~;(訟を全部の資料

について行うととができない. しかし長年月iζ亙る資料を生かして経年援化等を調べる必要か

ら，以下le記した簡事な方法で流速を求めた.

脇市孝治終段が黒潮流域の脱却資~"!ーから 300m 暦のïk混と 800m の dynamic III巴tcrと最も将

接な関係のあるととを見!I¥し， との!吾のノ'ki毘から流;去を;fffi:~;Cされている・ との方法を 1:1本海北

海道近海lこ趨JiJした.

Bjerknesの環流の王!耳元l;社により Vを去fiiiの流速，V'を400mJ膏の流速とすれば，V--V' I土

;:J(式で表わされる.

.dD 
V-V'= 2ujL忌瓦石 (cm/scc) (1) 

(1)式で JDは 2i部品li間の 400mJ吾の dynamicmeterのさき， ω は地球自1悼の角速度で

0.000072~ scc-¥ L は 2iWH~'ilmの距離 (km) ， (pはそのJ]'-Ji'1の地:F11I的緯度也、ある・ ととでV'と

して 400m)膏の流述を)IJいたのは，税iWJが岐に述べた如く 400mまでより行われていないため

で，過去の諸家の研究の結果から，との深さで流速を Oと:与えて主支えないようであるから

V'=Oとする.

1943， 1944， 1947 (，1三 lë北海辺t~q

坪の各所で、行われた横断rw!QmIJ*J;~の

iK混，随分が揃っている資料かJら 10.90

400m暦の dynamicJl1ctcrと10，

25， 50， 100， 150 mの各府のikiW

との相関係数を求めた・その結果

は第 1同le示すように 50m暦の

相関係数 1~5内=0.85土0.04で最も

航が大きい.また~郊の}晋につい

て平均imL度 tmを=えの式で完ご涼し

0.80 

0.60 

0.50 
010 25 50 100 150 tv¥ETER 

一l.， ~1 図 "100m腐の dynumicmeter と各!寄わ 7J<. jl~t との相関係数

tm=土 (to+ 2.5t，o+4.0t25十7刈J汁 10tJ∞+1 OtF;O+ 15t2w+ 20t3W 
80 (2) 
+10t川)

tmと400m)腎の dynulllicliwtcrとのj打開保数を求めた.その結果は 1'tm=0.83土0.0-1でかた

りたきい純でbるが， t.llの計立が繁雄であれとの方法も流速のj引は1'1'(を9ilえるものであるか

ら， 400 m尾?の dYllamiclllctCl'のftりに 50m貯のJKZlJlをIIJいるととに Lた‘今縦i!ilfile 50 l1l謄

の7Ki!Mをとり， 横!fijliに400mJ授の令官lamicmctel'・をとって開示すれば立~ 2問がfi.]られる. 資

料が少いのではっきり去わされていないが， 5ll:i以的iこu'i践と考えて:)iミ支えないであろう.扶ノj、
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1::1乗法でとの也iijii的関係を求めと(.'3)式で示され0.

ふ0=38.7-1(D -889)十2..'36)

又は どあ0=α.JD α=.'38.74 

とれを (1)式p了代入して (V'=Oとする)者間流llJIVを求めると，

V一一-jiELー
- 2~(‘αL 旦.i ll !p 

(8) 

(4) 

22.αは72?数であるから，マι=]{'とゐけば (4)式を1¥:tで去わし，
一山~((J. 

1t F=Kー.~.~õo (Kt) 
1~ 己m !p

となる.月jいた資料 q~L は5，10，

15， 201¥1:(迎)と定まってゐり，

vもN 400~4i)oであるから，ムIbo

(OC)を0__150Cの組問r̂.Jにとっ

て V(kt) を求める問去を作成し

た. とれを)Jjぃ 2iWJ型iil1日の 50Jll 

懸の71¥.湿器 Jboを1，11t，去間流速
V を各所横断概iJllJ *Jj~について求め

た. との方法は Bjerkncsの方法

(5) 

18B-→ 
E 号問 。
'¥Jl至

16ト o~
"元

14ト ~;i 。
刃

12ト;耳。 f
10ト計 。 o ぐ/。 JA  
i 円?O 0 (T"Dt<'三p~ρ々V

8ト o
J:J 

~-"'O"" c，~o~e' _ <><y Q.d"""O ム~.-;:.--... 

6 ト i 白 d詮~dミc9
I .J')-"ir -u 0 v 0 、

4 。 。 --r;;:むよ;;;LO 4叩 r

、2
・050 ，100十589.・150 <.2∞'.，250 ・，.300 <，350 

第2闘 50m)菅の7J，iKil.と 400n1懸のc1ynamicmetほとの関係

と同様lこWfQ測*JiUこlLUった方向の成分が求められるのであって，流向を知らなければJftの流辿は

わからない. (8)式から71¥.7置を知って dynamicdepthの近似値が;fとめられるから， jJ~事(:l'~高

低回も ~Nî くととができる.

III. 卒年の流動賦況

JIJ いた抑制紘はお I 去に示す主fl く，本州、iの j'il!現古J[I~1' W 60 l¥f，北海道の江主i')'W 40 :i¥f， IjIl[1 

j北山J[I?rflN¥Y 60 }\T， 明日lJ ~flr NW  80 -;¥f， 利尻品存形i'f'
W.'30 l¥fであろ 4 概iJllJ同教も前日開tにつ

いて示した.

第I表 横断線iJ目線'7-，表く1921-194711")

IM;i |1  11  3同(11[)I
与 10 15 20 30 40 50 

目線名 | 
ーよ一一」一一-i--

1 

被現岬くGongen) 61 771 一 771 7司 781 72 

江:f~ CEsashi) 791 ー 80; 80; 斗 79i

ffill峨灼くKamoi) . 61 1121 ← 112; 109i 1011 96 

m版 (RnmoC') 31 241 -1 271 271 211 20 

j
脊形くKlltsugata)1 91 26i ー 26: ラi ー|

'1 _"1 ~~I ~'I| 

同数は各紘及び各年や月についても異なっτいる.仰々の観測結果を見ると， 1世か数日隔て

一川「
J
J
l
m 131 
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て行った場合でも，7ki毘惚分可qこ著しい礎化が

表われているから，平均三の平均流速を簡単P:決め

るわけにはいかない. しかし平年のfnえを知る意味

で， un去に示した向教について算術平均を行い
;，r~ 3同にす:した・

2f~ :3 I河でートは北向流，ーは南向流を示す. 11司々

の場合では1.5Kt'こも.jyーする流速:(北向流)が見

られるが，'i:j:l:i[索、海"，災市方の樺現111lp線から2Rfi--海峡

に泣い芥形*JIUc行くに従って流惑の去えているの

が窺われる.またとの院iで権現'[lljI，明日H，脊形市ii
ではn:泣くに千均して南向iYJeが見られる.とれlにこ
ついてはE鹿Eば3カが糾糾州州~i可苅司哨iiì桶利lド刊刈ìI可*'成或蹴帥蹴鰍tが料紘総う4込釦~~μu昧わ州jれ11たζ沿r斥i己Eの子市百向流 lにこ

+¥.ol-Kt 

。5

O 

-0.5 

守0.5

O 

+0.5 

Ot 

+0.5 

08SERVATIOtl LINE 
50M 

Esお HI

ィノー イ:NO RTHW，<¥RD 

ゐ10 -:SOlJTi1¥叫RD

60 

RUMOE 

O~一一.
ついて多少燭れている・また示'1'戚1[lljl南方の茂津Ff!

，[，~I沿斥F付近iこも市向流が見られたが，更に詳細な

観測結果により論じたい.

5 10 20 30 40 50 60 70 8Q 

泊)i~ を北上した流れが}文 l陣しτi:1f {rで南向流と

なっている場介氏， itl線上の悲QiP.'J結果は主流がそ

ト0.5

O 

f<UTSUI¥ATA 

の線開を211U!i過しているけれEも，平均速度を 第3圏各様断狐測線における2l'均流速くKt)

との線内について求めるためお「相互均を行えば主iJI 0となる(とのような欣態は 1948年43

iこ ~i'll成郎!!附近の翻浪IJで、見られた). QPち概i~l，片品1mの，'1三均速度は O でも賓際iとは主流が流れてい

で，ある流れの大きさを持っている.とのような場合も第 3悶l乙合まれているととになる.

流;車は各事JJt共通にNr合へ行く tc:従って漸弐榊カnしている. 1WI現ifJ1[1線では 40......60.M， l!illlJ或I[/I[l

総では 50-60l¥f，官前線では 40......50M C') 1m lC: qn¥流部が見られる・ 者原lfの捌，叩32年の
観測によれば， ~J馬海流の主流部の位置は秋仔!)賠加川港沖合 δ0---60M，怖は約 100::vr，流速は

O.4Kt，江差i11の位置は約50l¥f，利尻沖で30l¥{，流法が OAKtとなっている. 1948年 6月水

路局Zf~ 4海洋三Lの抑制によれば，江主計ドで中心部の位置が約001¥f，流速は 0.6"，，0.8Ktであり，

前I1戚1[/1111rl!NW  *Jitでは約60Mの所に約2Kt(NW へ向う〕の主流郊がある. その他の報告も

参J~\ しで考えると，針路海流の北海道:近海iこゐける流向，流;主の鑓勤は共に著しいが，大憾の

経路として樫現ih!jI，江主総では接片Eして北上し，前中j或111ljlirfrで NWへ向い9 流向を NEもしく

は N I[饗じて利尻，鵡文品へ向っている模様である・ とのよろな流れのl隔が100Mもあると

すれば， !:f~ 1去に示した観測線では針路海流の金制を捉えるととができない. また計排利榊'1中!ド11威拭由刈州仰'j申iドjや菅帝1 

崩紘は1翻l担児測線が N¥V〆へ¥向つているの

向うi浪測2則リ3線j良Aのある所lに乙上比ヒぺてi医iι〈しく去わされない恐れがある.史(C帝JiH，持?防総では沖合lこ武p;高
堆があるための影響も考えられるが， とのF付近の詳細な観測のないため， との思lifCクいて考察
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は行わないととにする.

上越の抑制記長が主J.t.!~海流の主流部分をどの程度捉えているかという出liにつき少しく吟味して

みる.権現1111jl，江主， ~Î1 I/J或抑制iで通常の翻測よりも沖合へ延長して行った 8例につき，延長さ

れた碗測線内の北同流の総和を求める. とれとj忠常の観測線 (40.....，601¥1:まで)I乙合まれる北向

流の総和の割合(%)を求めると第II去で示される・

第 E 表 (j舌狐内は諮fJrの観測f#~ l)長さ〉

1段 i列j 線 名 l 淑i則線:;)長さ ! 北i匂iiIEの刻合 | 平
(nI) (?b) 

桜現仰 wI 2Mのi
江た W I 150 

江 子主 w i 100 (40) 

江 主主 W I 200 

(?b) 川一寸
j路測 1~ 月

y，1941 

"V[， 1932 

X，1933 
y，1941 

可[， 1933 

貰， 19381 

:oc， 19401 

V， 1941 

371 

、，EEE
・E・-d-
E
a
-
-
8

1
B
-
r
o
qノ

民

ノ

つ

&

A
‘

42 

事J¥! 威仰 NW

前j/ 島町 岬 N可V

前Ir 成郎 NW

jftrlr 成仰 NW

120 

120 (60) 

150 

100 

unI去からます馬海流の約30.....，70%が通常

の視測線のrI:t!乙合まれているととがわかる.

特IC1941年 5月の 3i刑制lで同時期に行った

例では，北上するに従って 37，49， 68，0-6と

なっているのが見られる.従って針路y[Jj流の

とのような部分の流速について論議している

ととをゐ断りして沿<. 

IV. 流謹の年援化

各税iWJ棋の弁iWJ話rm¥lについてi況に鵠ぺた簡

単な方法で、京商流速を求めた. との結果の 1

例として IJÎl f峨 I f!IP iÎJí~の全NIfi lJ (0~50 1¥1:)の平均

流速を求めたものを第III去に示した司

tfi III去の各協にはそれぞれ概測時期につ

いて流速を求めてあって，縦iζ千均したもの

が下関にある各月の平均流辿，右の闘には各

年の平均航が示しである.月平均f~立及び年.ij'­

均l土算術平均を行ったもので;長わしていない

から以下少しく説明を加える.
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zrn去に示したように， fr1iVj，芥形おil"eは抑制限i設が少し 第IIr去の示1I1成iiif[叩jLの場合も快
inllの問教が4日常にある. との快i関心月の ílf[ を :fff~J1! して千年の:'1"Jbj fn'(を求めるため， 3 月荷~1こ移

動平均をしてj泣下問に示した. とれを各nの千l:'Ui記述とした. とれらのflr'Iを各線について求め
tí~ 41国lこ示した. な主むFf官J司f紡， :{芥与何月形予t出斜紘7五込lj~!は土j翻担加i測i日m別!ド¥1)リw戸何l可H故忠泣〔があま りに少いのでj月F千iド主勺j均与坑i討流1布t法がJ求Rミめられす歩"
j淀是つて2第t存H鴎iに乙も:示示さiれLなかつた.

第 4闘に示した千均値をみると，ì\'f);の tiU現lrlrfl ;f~itでは: 0.2DKt，江主総で廿:0.24 Kt， ìljlllJi~lfJlll 
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線では 0.15Ktとなっていて，二!七kずるIC1足い般が小さくなっている.

サ(1こ 1 年の内 l乙起る流上liのj単純についてみると，極大l土子百から北へ行くにつれて，権現l~lJl t~í~

の9月から)lil[1成，1，ljl記長の 8月と早くなっている.極ノj、:t様現品1[1おjLの1--2月， ìlÎl [1成 1I1 1 11紘の 3~4n

L 北上するにつれて怒れる flfi向がある.とのととは流速算定の基礎lこ50Jll疫の7kiEI.を川いて

いるため， とのj苦の沿岸と ~Jll合のノ'}(?J[{症が赤字l乙はri'f)jで 1~2 n!C少し 9月!C大， 北方で

3，，-，4月!C少し 8)jに多いととを示すものと忠われる.勿論とのような7killil.設の問題は，翻j則

自iiが沿岸50Mくらいまでのものであるから，沿岸;J(の'l'IU"tを気鋭状態や海底地形の影響等と

合わせて論じなければ切らかにされない寸あろう.克lことの海流出身も儲剖流!Ikx室、流舎の要
素が含まれているので，とれらの引につき克iこ111;1々の税iWJ結果を月jい研究を進めたい.

V. 流謹の経年盤化

tf.~ III去の右i閣の年平均値に年によって翻iWJffiI敢に差異のあるため，:jJ(の方法によって求め

た1I11である. Q1Jち1921王子のように，年に l問 (10月一0.20Kt)の搬出iJからではその1rEi.が年千

均値とはならない.そとで最下闘に示した3月の捗勤千均より求めたn千均値と年子均値く0.15
Kt)との上七を求め， との上七を各月のVI!Qifi!Jirなに乗じてjfZ右慨に年平均値として示した (1921年の

0.15 A ，" 'P" 司一

場合lこは 0.20Ktxー正I7=0.18 Kt). とれで、抑制!日i数の差異により経年の純のパラつくのを調
印した. とのようにして求めた経年のifi'lを樫現111111，i:c一主， iljl[11或Ihlllの3線について2115回に示し

た.官邸，子手形践はtfH闘の場合と向岐にWsW¥iJ回数の少いため経平の1111が求まらなかった.2{} 

5悶の経年礎化をみると，幾分泊朝性が言うるように思えるので， c:!うる年の組と1.2，……， i， 

年陥てた!rp.の11白と*11間保)J&を求めてみ、た.その結果主主も和闘のある年が週明を衣わすわけであ

る. それを第 IVヨミに/J;した.

第 W き言、

jててて(，jo(i)! 
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立nv去の誤差l土，会く無秩序な支をとって n仰のill'(から相関i宗教を求めた時の大践の見杭
りである.椛現;~111線では 1，5， 7 '.f. [=1の相関係数が設設に比ペて大きいので，とれらの週明があ

ろように思える. またi一仁.~!~~HJ~ -"[:'1士 .1~Jミ， iliJ[l]i真1111[1斜iでは 81，]'.となっていて， ri1~t を通じ 7， 81，1三

くらいの迎!引があるよろに忠われる.江主総i土K1e，;Iイ1'-1立が少いの σ41，(辿JVJがJ;i.越していて，

津山とればそのfS故の8年沼WJが11¥るのかも会11れない. とのような脳出性については， 日本海

市部の梅況(例えば封.tJJ海峡なの海況縫劫〉などと土七べて}Ji¥l.S!を求めたい.
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2f; 5闘の下宇都l乙示したのは，北?

道閉j岸苧判lに乙3ゐEける春鯨の初j能控日， 向じく

魚獲高及びオホ{ツク海lζゐけるー冬

lこ生成される海氷査である.鯨7，1'立は北

海道水産試験場の調主報告よれ海氷

?をは踊宮教授の求められたものを用い

た.鯨漁については緒言にfffi射してゐい

たように，;ki註や比m対:の縫{じと異な
った運動墜的見地から，海流の大きさ

を採用したものである.勿論;iM隻は自

然現象と人1:t操作の加わったものであ

って，車l乙水温， 1:謹分，海流守;で左右

されるものでないが，流iiliの寄興する

都合を定量的に求めたので、ある. 7](査

については今日まで日本海の海況を論

やる場合，北方の海況特IC海面の7令部}

や海水のの生成と栴接な関係があると
の

;}まえられてきた.海流の治長に釣しで

も4・:W北海道近海では，距離的に海氷

の生成されるオホ【ツク海や沿海~'I'l~t

古!íl亡近いため，何~1;かの影響が4うるも

のと考えられる・

氷長を求めるに常って，北海道網走

宏 jお iili牙.Ij1台
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第5留 i走法の経:rlミ謎化と派鯨タ1猿日，鯨漁獲高，
オホ{ヅグ海氷一むの車翌年鑓イヒ.

の誠治lをHJぃ，網走が寒冷な各はオホーツク海全域lこ亙って患i令であろうというf限定が入って

いる・ との仮定は網走より以北の日本海北郊についても同様であると考えられる・次l乙日本海

北部には宗特i海峡があってJJ¥.のIH入れの一つであれオホ{ツク出に海氷の多い年は春先に流

氷がこの海峡をillH越して利尻，鵡文応的むに来るととがある.また海水が組湖の一泊J義師、とな

って?;P~極海峡にたける封!AJ海流の流出を支配するととも考えられる.とのような影響が副次的

とはいえ考えられるので， lIN応海流を;riIJずるー喪主としてオホ【ツク海氷量を採用した.
以上の諸要素とi記述の1mの相関係設を計算し，その結果を第V表iこ示す.

立~V去のi:rmf.H系教は至って小さいから， iiif査の1m!乙関係があるとはいい難い・ しかし相関係

数の符披をみると，流:速については楼現ihl!'""jIII[リ式，1111昨:Jitで・は負(-0.27)のものが，江主との問で

は!日 (0.32)となっている. とのととは， 1佐JJii11!i'*Jí~で流~hÍtの大なる年は江:)をも i司じく大となる

が， i/IIIIJ此1II11ゆiγcは逝I[I}、となるととであって， とれ;土地11予的おこ影響により iIIl[ILo(;llIII'*JJl附近で流路
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第 Y 表

関 {系 ~& s: I 相関係数 |i標準偏差 関 係 言者 丞 [将関係数(標準仮設

礎 王立~，FI/! 成ぐ流速〉 一 0.03 i工義〈流主主)~!!卒、主張 ~ij 0.15 0.03 

権現~i工ゑ(i5Îê速〉 0.32 0.03 市IrJ設くi流主主)~魚滋 ß:j 0.17 

江 主主~車Ilr 威〈流主主〉 0.08 0.03 機m(流JjJD~氷 fjl; q O. 江議〈流主主)~鱗初滋:日 一 0.21 0.03 話Ilr威〈流速)~氷 I門)!; 。
市111威ぐ流主主)~指示;初記長臼 一 0.31 0.02 

が鑓化するためとも考えられるが，との純度の舵では，はっきりした哩出はいえない.

腕試(tについては各税制線とのi由民負の相闘が認められるから，今日まで定性的に rll支流(針
路海流)の強い年は鯨が不f!.itで、Zうる』といわれてきたととが，流速についてもとのような定量

的な意味でいいうるものと思う.最後の氷:廷については，統計年数も少〈相関係数も小ではっ

きりしたととはいえないが， Jliffリ或11111刷Eとの間lとEの棺闘がある.部ち各冬季寒冷な年はその年

の流勢が担くなるととを示してゐり，封除海流の泊長の一つの手がかりを興えるものと忠われ

る.

VI. 結 -吾岳
日

北海道水産試験場の行って来た 13 本首長北海道河岸の偵[~訪日目測結果 t<::基づき ， 50m 唐の水iEl を

fIjい各概i則前九内の流:iiliを求めた.主主!日の方法が近似的なものであるから多少の誤差は避けられ

ないが，とれにより北海道西洋の海流の年鑓{じゃ経年鑓化を調べた.観測が距斥数10浬の程度

であって，との純閣の流動についてだけ論じたもので(b!) ，針馬海流の主流部を完全l乙捉えて

その礎化を論じ符.なかった.同水域は沿岸7kのff.J1'tr:多分i亡有し，気象，地形の影響i乙左右さ

れる所が大きいものと思われるが，いちたう窮度r*Eと者倣して各施の鑓化を調ぺた.

以上の年鑓化，経年、礎化は観測記iiの金T~llìlの平均 fu'Iについて論じたが，税iRリtjjE内のあるm:Iln

-一例えば権現11111'40，，-，501¥1，江主 25，...，401f， )!lr[rl或IflllI40，，-，50 l¥tといったそれぞれの最も沖合

の!副iiJ-ーについて年経化を求めた.その結果l式全区1mの場合と同誌であったからjそfili存した.

格り，cI:~~~み，辞11指導を賜わった制官孝j台数段iこ!手く感謝の立を去する.

交献

1) iiiiil[:¥孝治米強表

2) 路島利治 1948 fJ本海横断奴測線より見たîJ'馬海i戒の大勢・ :1ヒ水試月?Jí~， 5， 4， 20-27 : 5， 7， 8~22: 

3) 2)に問じ

4) 第4[uJ)え90S5凶日本海:1ヒ古j;海洋x./iI1iJliHs-告 (11百平日 6"1'-6， 7， 8， 9月，同7t.jミ7，8，9，10月!jIIiID・1934 海洋時
2浪， 6，I. 1~173. 

5) 縞??;孝ifi 海氷ι研究(第4報〉オホック?毎rjt:9，と1~i~ に J於 1)' ゐ結氷ゎ生成にクいてノ. J1ì\~命的考然保iful科 tth

3， 143. 
6) 筑間防次 1932日，j，:i毎})}.剖母7)'に就いてくま急報)ifiJ下手II{f!l立， 4， 1， 221~240. 
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Resume 

Oceallographic observations off Gongen， Esashi， Kamoi， RlImoe alltl :F王lItslIgatain the 
northern part of the ，Japau Sea ha¥'e boe11 carried out by the H，泳kaitloFishel'Il-s Scientific 

Institlltion sillce 1920. Basing 011 thcs.! data， we fOllur1 that the dYllamic depth ()f the 

400m isobaric Icvcl has the maximum corrclation with thc tcmperatllre of 50m Ievcl. ThclJ， 

approximat巴 magnitudcsof the current velocity in thc"e ohsonation linr1! were calculated 

frolll the tcmporature diffcrencc of 50m level J:ctWCCll two stations illstrac1 of USillg the 

Bjerknes' meihod for currcllt complltatioll. 

Annual nud s巴巴ularvariatiolls of thc clIrrent ma~pítudcs ill thcs.:' lincs wer巴 dis~usscd ; 

the re1aiion hrtween thc herriug fishiug In the w市 tcrncoast of Huklmido or the alllollut 

of the sea-ice il1 thc Okhotsk S巴λal1dthe seclllar variations of thc currcllt magl1itudcs in 

th巴5elines were also discllssed. 


